
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

五

号

北
陸
新
幹
線
の
早
期
の
整
備
着
工
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

馳

浩
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北
陸
新
幹
線
の
早
期
の
整
備
着
工
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
末
の
関
係
閣
僚
会
議
に
て
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
利
益
剰
余
金
一
兆
二
千
億
円
の

国
庫
返
納
の
方
針
が
決
定
し
た
。
そ
の
大
半
が
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
の
維
持
の
た
め
の
財
源
と
し
て
充
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
足
す
る
財
源
の
穴
埋
め
と
し
て
流
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
整
備
新
幹
線
の
建
設
財
源
は
二
千
五
百
億
円
に
と
ど
ま
り
、
金
沢
以
西
の
延
伸
決
定
が
先
送
り
さ
れ
た
。

新
幹
線
は
輸
送
時
間
の
短
縮
、
地
域
の
経
済
交
流
・
活
性
化
、
観
光
、
省
エ
ネ
な
ど
経
済
波
及
効
果
は
大
き
く
、
沿
線
住
民

か
ら
の
期
待
は
高
い
。
ま
た
、
新
幹
線
は
法
に
基
づ
き
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
国
の
責

任
で
整
備
促
進
、
着
工
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
新
幹
線
の
意
義
や
効
果
、
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

平
成
二
十
六
年
度
末
ま
で
に
金
沢
開
業
を
目
標
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
早
期
の
整
備
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
予
定
通
り
に
二
十
六
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

未
着
工
区
間
と
な
っ
て
い
る
金
沢
か
ら
敦
賀
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
昨
年
末
の
関
係
閣
僚
会
議
に
て
当
時
の
馬
淵
国
土

一



交
通
大
臣
は
「
財
源
確
保
な
ど
五
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
の
が
前
提
だ
。
も
と
も
と
期
限
は
言
っ
て
い
な
い
」
と
の
発
言
を
さ

れ
た
。

既
に
福
井
駅
が
完
成
し
て
い
る
中
、
い
つ
ま
で
も
棚
上
げ
を
せ
ず
、
新
規
着
工
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
が
、
延
伸
の
判
断

は
い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

四

未
着
工
区
間
で
あ
る
金
沢
か
ら
敦
賀
ま
で
の
区
間
の
Ｂ
／
Ｃ
（
費
用
便
益
比
）
は
、
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
示

さ
れ
た
い
。

五

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
利
益
剰
余
金
の
国
庫
返
納
に
つ
い
て
、
国
庫
に
返
納
す
る
に
は

法
律
が
必
要
で
あ
り
、
参
議
院
で
与
党
が
過
半
数
割
れ
を
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
る
と
、
法
案
が
成
立
す
る
保
証
は
な
い
。

も
し
、
国
庫
返
納
法
案
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


